
本提案における１人１台端末の活用（まとめ） 

 

Ⅰ．学習形態  □一斉学習    ■個別学習    ■協働学習 

 

Ⅱ．利用するＩＣＴ ■タブレット PC（□Windows ■Chromebook □iPad）  

□実物投影機  ■大型提示措置（大型モニター、プロジェクター） 

□その他（                           ） 

 

Ⅲ．利用するサービス ・Google ドライブ  ・Google ドキュメント 

 

Ⅳ．場面によるメリット（１人１台端末活用のよさ） 

(1)【書く作業の効率化・時間短縮】生徒が作文活動を行う際、Google ドキュメント を用いること

で、書く作業や文字の加除修正等を、画面上で容易に繰り返すことができる。そのため、生徒は

書いたり消したりする作業時間が短縮されるとともに、内容を吟味する時間が保障され、表現力

等を高めることができる。 

 

 

 

 

 

 

(2)【意見交流の場の保障と効率化】クラウドサービス（ Google ドライブ ）の共有機能を用いるこ

とで、複数人で同時に同じファイルを閲覧しコメントを書くことが保障されるため、生徒全員の

意見交流が可能となる。作文の完成後の鑑賞や教師による創作状況の見取り、さらに、下書き→

コメント→清書の過程を把握しながらの評価ができる。 



 


